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タ
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を
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で
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ラ
テ
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
の
分
裂

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
は
、
一
六
世
紀
ド
イ
ツ
地

域
の
出
来
事
と
し
て
限
定
的
に
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し

そ
の
衝
撃
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
に
及
び
、
さ
ら
に
一
六
世
紀
を
こ

え
て
続
い
た
側
面
は
も
っ
と
注
目
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

宗
教
改
革
は
、
ま
ず
何
よ
り
ラ
テ
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体

（Christendom

）
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
と
、
ル
タ
ー
の
教
会
批
判
の
賛
同
者
、
す
な
わ
ち
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
に
分
裂
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
ロ
ー
マ
教
皇
と

神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
を
頂
点
と
す
る
、
中
世
か
ら
続
い
て
き
た
聖
俗

両
界
に
お
け
る
秩
序
の
崩
壊
を
意
味
す
る
。
そ
の
衝
撃
は
汎
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的
で
あ
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
勢
力
は
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ

ッ
ク
を
反
キ
リ
ス
ト
の
支
配
す
る
邪
教
＝
法
王
教
と
み
な
す
よ
う

に
な
る
一
方
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

を
聖
な
る
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
を
内
部
か
ら
腐
敗
さ
せ
る
異
端
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
両
派
と
も
自
ら
こ
そ
が
「
真
の
教
会
」
で

あ
る
と
主
張
し
、
人
々
の
魂
の
獲
得
と
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
の
再

統
合
を
目
指
し
て
、
互
い
に
宗
教
改
革
と
対
抗
宗
教
改
革
を
推
進

す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
過
程
で
は
両
派
の
内
部
に
も
分
裂
が
起

こ
り
、
宗
教
的
対
立
は
さ
ら
に
激
化
し
た
。
ル
タ
ー
の
始
め
た
宗

教
改
革
の
衝
撃
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
が
信
仰
の
大
義
を

掲
げ
た
宗
教
戦
争
の
時
代
に
突
入
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の

影
響
は
、
一
八
世
紀
ま
で
及
ぶ
こ
と
に
な（
る
）
1

。

　

図
1
の
絵
は
、
宗
教
改
革
の
歴
史
は
宗
教
的
対
立
の
歴
史
と
裏

表
一
体
な
の
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
三
十
年
戦
争
前

ル
タ
ー
を
引
き
継
い
で

─
─
一
七
・
一
八
世
紀
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
た
ち
の
連
帯
運
動
─
─

西

川

杉

子

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宗
教
改
革
研
究
の
今
日
的
意
義
─
─
五
百
周
年
に
寄
せ
て
─
─
」
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図 1　「ルターの『論題』提示前夜のシュヴァイニッツにおけるフリードリヒ賢公の夢」（1617 年）
　ルターが実際に九五か条の論題をヴィッテンベルクの城教会の扉に掲示したのかどうかは定かでないが、百年祭
ではこのような絵が出回った。百年祭によって、「掲示」は決定的な宗教改革始動のイメージになったといえよう。
出典：Reimar Zeller, Prediger des Evangeliums: Erben der Reformation im Spiegel der Kunst （Regensburg, 

1998）, 64. Cf. Peter Marshall, 1517: Martin Luther and the Invention of the Reformation （Oxford, 2017）, 
ch. 3.

夜
の
一
六
一
七
年
に
、
宗
教
改
革
百
周
年
を
記
念
し

て
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
印
刷
さ
れ
た
こ
の
木
版
画
に
は
、

「
腐
敗
し
た
ロ
ー
マ
教
会
」
に
挑
戦
す
る
ル
タ
ー
の

重
要
性
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
た
ち
に
再
確
認
さ
せ
る

狙
い
が
あ
っ
た
。
木
版
画
の
左
端
に
立
つ
ル
タ
ー
は

巨
大
な
ペ
ン
を
持
ち
、
教
会
の
扉
に
「
贖
宥
状
に
つ

い
て
（V

om
 A

blaß

）」
と
論
題
を
書
き
始
め
て
い

る
。
そ
の
ペ
ン
は
絵
の
中
央
に
座
す
る
獅
子
﹇
教
皇

レ
オ
一
〇
世
の
寓
意
﹈
の
両
耳
を
貫
い
て
、
後
方
に

立
つ
教
皇
の
三
重
冠
を
叩
き
落
と
し
て
い
る
。
上
方

に
は
光
り
輝
く
三
位
一
体
﹇
父
と
子
と
聖
霊
﹈
が
描

か
れ
、
そ
こ
か
ら
発
せ
ら
れ
る
福
音
の
光
が
ル
タ
ー

の
読
む
聖
書
に
降
り
注
が
れ
て
い
る
。
ル
タ
ー
は
三

位
一
体
を
ま
っ
す
ぐ
に
見
つ
め
て
い
る
。
つ
ま
り
こ

の
木
版
画
は
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
と
の
全

面
対
決
が
予
想
さ
れ
た
時
期
に
、
ル
タ
ー
の
宗
教
改

革
と
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
正
統
性

を
訴
え
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

図
1
の
わ
ず
か
二
年
後
に
印
刷
さ
れ
た
図
2
は
、

よ
り
直
裁
的
に
宗
教
改
革
と
宗
教
的
対
立
を
結
び
つ

け
た
「
戦
意
高
揚
画
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
木
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版
画
は
、
一
六
一
九
年
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ

ッ
ク
の
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
に
挑
戦
し
て
敢
行

さ
れ
た
プ
フ
ァ
ル
ツ
選
帝
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

五
世
の
ボ
ヘ
ミ
ア
国
王
戴
冠
を
、
神
の
御
業

と
讃
え
て
い
る
。
そ
し
て
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の

左
手
に
は
、
豊
か
な
田
園
風
景
の
な
か
に
、

聖
書
を
手
に
し
た
ボ
ヘ
ミ
ア
の
宗
教
改
革
者

ヤ
ン
・
フ
ス
が
、
ル
タ
ー
と
カ
ル
ヴ
ァ
ン
と

と
も
に
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、

木
版
画
の
右
半
分
に
は
、
破
滅
に
向
か
う

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
描
か
れ
て
い

る
。
こ
の
絵
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
陣
営
の
指
導
者
で
あ
る
フ
リ
ー
ド
リ

ヒ
の
治
世
下
で
、
宗
教
改
革
こ
そ
が
地
上
に

黄
金
時
代
を
も
た
ら
す
と
い
う
信
仰
の
大
義

を
具
象
化
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
二
例
は
、
信
仰
の
大
義
が
高
く
掲
げ

ら
れ
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
描
か
れ
た
宗
教
対
立

の
世
界
観
は
、
そ
の
後
の
時
代
に
も
存
続
し

て
い
る
。

図 2　「ボヘミア国王フリードリヒとその妃エリザベス・ステュアート」（1619 年）
　木版画の左半分に小さく、ボヘミアの宗教改革者ヤン・フスが持つ聖書に、ルターとカルヴァンが手をおく様子
が描かれている。プロテスタントの伝承ではルターの生前から、ルターはフスの後継者と宣伝されていた。
出典：西川杉子「継続する宗教改革運動」（高柳俊一・松本宣郎編『キリスト教の歴史　2』（山川出版社、2009

年）、 27 頁。
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こ
の
よ
う
に
一
六
世
紀
を
こ
え
て
続
い
た
宗
教
改
革
／
宗
教
対

立
を
検
討
す
る
た
め
に
は
宗
教
改
革
研
究
の
射
程
を
よ
り
長
く
設

定
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
実
際
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
欧

米
の
歴
史
学
界
で
は
、
宗
教
改
革
を
数
世
紀
に
及
ぶ
射
程
で
捉
え

直
そ
う
と
す
る
「
長
期
の
宗
教
改
革
運
動
」
と
い
う
見
方
が
広
ま

り
つ
つ
あ（
る
）
2

。
ま
た
近
年
で
は
、
一
六
一
七
年
か
ら
現
在
ま
で
百

年
ご
と
に
行
わ
れ
て
き
た
「
宗
教
改
革
年
祭
」
に
つ
い
て
の
研
究

も
注
目
さ
れ
て
い（
る
）
3

。
こ
れ
ら
の
動
向
は
、「
啓
蒙
の
世
紀
」
と

も
よ
ば
れ
る
一
七
世
紀
後
半
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
社
会
に
関

す
る
研
究
に
お
い
て
も
、
歴
史
を
動
か
す
動
因
と
し
て
の
宗
教
の

見
直
し
が
す
す
ん
で
い
る
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
だ
ろ（
う
）
4

。
本
報

告
で
は
、
特
に
こ
の
「
啓
蒙
の
世
紀
」
に
、
ル
タ
ー
が
始
め
た
宗

教
改
革
が
、
ど
の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
た
の
か
を
特
に
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
を
中
心
に
検
討
す
る
。

宗
教
的
冷
戦
の
時
代
へ　

　

教
科
書
的
に
は
宗
教
戦
争
の
時
代
は
、
西
・
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
い
て
は
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
の
和
約
（
一
六
四
八
年
）
と
共

に
終
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。
最
後
の
宗
教
大
戦
と
も
呼
ば
れ
る
三
十

年
戦
争
は
苛
烈
で
想
像
を
絶
す
る
災
禍
を
も
た
ら
し
た
。
ロ
ー

マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
陣
営
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
陣
営
も
、
そ
の
惨
禍

に
恐
れ
を
な
し
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
の
和
約
が
締
結
さ
れ
た
際

に
は
、
宗
教
的
大
義
よ
り
も
国
家
理
性
が
優
先
さ
れ
た
。
そ
し
て

ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
以
降
は
宗
教
的
熱
情
を
狂
信
と
み
な
し
て
、

嫌
悪
す
る
風
潮
が
生
ま
れ
て
く
る
。
ブ
リ
テ
ン
諸
島
の
場
合
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
よ
り
や
や
遅
れ
た
が
、
一
六
六
〇
年
に
王
政
復

古
が
行
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
」
に
決
着
が
図

ら
れ
た
。
従
来
の
歴
史
叙
述
で
は
、
概
し
て
、
一
七
世
紀
後
半
に

は
宗
教
は
歴
史
の
動
因
と
し
て
の
役
目
を
終
え
、「
啓
蒙
の
世
紀
」、

あ
る
い
は
「
理
性
の
時
代
」
が
始
ま
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
実
際
は
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

を
両
極
と
す
る
宗
教
対
立
は
終
わ
っ
て
い
な
い
。
一
七
世
紀
後
半

に
な
っ
て
も
些
細
な
契
機
で
紛
争
が
勃
発
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば

あ
っ
た
。
例
え
ば
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
国
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、

一
六
六
六
年
、
首
都
ロ
ン
ド
ン
で
起
こ
っ
た
大
火
も
ロ
ー
マ
・
カ

ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
犯
行
と
さ
れ
た
し
、
一
六
七
〇
年
代
末
に
は
タ

イ
タ
ス
・
オ
ー
ツ
と
い
う
詐
欺
師
が
捏
造
し
た
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ

ッ
ク
教
徒
に
よ
る
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
殺
害
の
陰
謀
の
存
在
を

人
々
が
信
じ
込
み
、
無
実
の
人
々
が
次
々
と
投
獄
さ
れ
、
そ
の
う

ち
二
〇
人
以
上
が
処
刑
さ
れ
た
と
い
う
衝
撃
的
な
事
件
も
起
こ
っ

て
い
る
。
こ
の
事
件
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
に
と
っ
て
王
政
復
古

以
降
の
最
大
の
政
治
危
機
、
す
な
わ
ち
次
期
王
位
継
承
者
と
見
な
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さ
れ
て
い
た
王
弟
ヨ
ー
ク
公
ジ
ェ
ー
ム
ズ
を
、
そ
の
ロ
ー
マ
・
カ

ト
リ
ッ
ク
信
仰
の
た
め
に
王
位
継
承
か
ら
排
斥
し
よ
う
と
し
た

「
王
位
継
承
排
除
法
案
危
機
」
に
ま
で
発
展
し
た
。

　

異
邦
の
宗
教
的
同
胞
の
た
め
に
、
国
家
が
武
力
を
用
い
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
一
六
七
四
年
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ハ
プ
ス
ブ

ル
ク
家
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
﹇
現
ル
ー
マ
ニ

ア
の
西
部
﹈
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
聖
職
者
﹇
ル
タ
ー
派
・
カ
ル
ヴ

ァ
ン
派
の
両
派
﹈
に
大
々
的
に
改
宗
を
強
要
し
た
事
件
が
起
こ
っ

た
。
そ
し
て
収
監
さ
れ
た
聖
職
者
の
う
ち
最
後
ま
で
抵
抗
し
た
二

〇
数
名
を
、
ガ
レ
ー
船
で
の
漕
役
に
服
す
る
囚
人
と
し
て
ナ
ポ
リ

の
ス
ペ
イ
ン
海
軍
基
地
に
送
っ
た
の
で
あ
る
。
現
代
の
研
究
者
に

よ
る
と
漕
役
刑
の
判
決
は
、
約
五
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
の
死
刑

に
等
し（
い
）
5

。
こ
の
よ
う
な
過
酷
な
刑
に
対
し
て
、
ス
イ
ス
の
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
諸
邦

カ
ン
ト
ン、
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
を
は
じ
め
と
す
る
ド
イ

ツ
地
域
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
侯
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
チ
ャ
ー
ル

ズ
二
世
、
オ
ラ
ン
ダ
連
邦
議
会
等
が
抗
議
を
行
っ
た
が
、
聞
き
入

れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
一
六
七
六
年
一
月
、
オ
ラ
ン
ダ
連
邦

議
会
は
、
ミ
ヒ
ー
ル
・
デ
・
ラ
イ
テ
ル
提
督
率
い
る
艦
隊
を
ナ
ポ

リ
に
派
遣
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
ガ
レ
ー
船
徒
刑
囚
を
解
放
さ

せ
た
の
で
あ
る
（
図
3
参
照
）。
ま
た
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
王

カ
ー
ル
一
二
世
は
、
北
方
戦
争
の
際
に
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ン
﹇
現

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
シ
ロ
ン
ス
ク
地
方
﹈
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
擁
護

を
掲
げ
て
お
り
、
一
七
〇
七
年
の
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ヨ
ー
ゼ
フ
二

世
と
の
間
に
締
結
し
た
ア
ル
ト
ラ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
条
約
に
お
い
て
、

特
に
ル
タ
ー
派
の
権
利
を
認
め
さ
せ
た
（
図
4
・
5
参
照
）。

　

こ
れ
ら
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
熱
い
宗
教
戦
争
の
時
代
は
終

わ
っ
て
も
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
の
和
約
以
降
も
宗
教
的
冷
戦
が

継
続
し
た
の
で
あ
る
。

一
六
八
〇
年
代 

「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
全
般
的
危
機
」

　

宗
教
的
冷
戦
が
続
く
中
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
勢
力
が
も
っ
と

も
危
機
感
を
強
め
た
の
が
一
六
八
〇
年
代
で
あ
ろ
う
。
ポ
ー
ラ
ン

ド
＝
リ
ト
ア
ニ
ア
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ン
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ト
ラ
ン

シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
は
、
一
六
世
紀
に
は
破
竹
の
勢
い
で
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
テ
ィ
ズ
ム
が
普
及
し
た
地
域
で
あ
っ
た
が
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ

ッ
ク
の
対
抗
宗
教
改
革
運
動
が
成
果
を
あ
げ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
教
会
数
は
激
減
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
勢
力
の
苦
境
が
伝
わ
る
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
国
王
ル

イ
一
四
世
が
国
内
の
ユ
グ
ノ
ー
﹇
フ
ラ
ン
ス
改
革
派
﹈
に
対
す
る

弾
圧
を
激
化
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
に
フ
ラ
ン
ス
国
外
に
亡
命
し
た
ユ
グ
ノ
ー
の
数
に
は

一
一
三
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図 3　ハンガリー・デプレツェン改革派神学校の前に立つガレー船徒刑囚の記念碑
　1895 年建立（筆者撮影）。ライテル提督と解放された徒刑囚の名が刻まれている。
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図 4　カール 12 世とルターを並べて描いたビラ（1707 年）
　この木版画では、カール 12 世はルターの宗教改革を継続する英雄としてみなされている。
出典：Deutsches Historisches Museum （ed）, Der Luther Effekt: 500 Jahre Protestantismus in der Welt 

（München, 2017）, 132-133.
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諸
説
あ
る
が
、
歴
史
家
ロ
ビ
ン
・
グ
ウ
ィ
ン
は
約

二
〇
万
と
見
積
も
っ
て
い（
る
）
6

。
苛
烈
な
迫
害
の
末

に
、
一
六
八
五
年
一
〇
月
、
ユ
グ
ノ
ー
の
諸
権
利

を
認
め
た
ナ
ン
ト
王
令
が
廃
止
さ
れ
た
。
留
ま
っ

た
者
た
ち
は
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
改
宗
を

強
い
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
拒
ん
だ
者
た
ち
の
多
く

は
投
獄
や
ガ
レ
ー
船
で
の
漕
役
刑
に
処
さ
れ
た
。

周
辺
諸
邦
に
と
っ
て
も
、
ル
イ
一
四
世
の
勢
力
拡

張
政
策
は
脅
威
で
あ
っ
た
。
八
〇
年
代
に
は
フ
ラ

ン
ス
は
ラ
イ
ン
河
畔
の
ル
タ
ー
派
帝
国
都
市
シ
ュ

ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
﹇
現
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
﹈
を
併
合

し
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
の
勢
力
圏
で
あ
っ
た
ラ
イ

ン
＝
プ
フ
ァ
ル
ツ
を
焦
土
化
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ

ン
ス
の
影
響
下
に
あ
る
サ
ヴ
ォ
イ
ア
公
国
の
ヴ
ィ

ッ
ト
ー
リ
オ
・
ア
メ
デ
ー
オ
二
世
に
圧
力
を
か
け
、

一
六
八
六
年
、
ピ
エ
モ
ン
テ
地
方
の
山
岳
地
帯
に

住
む
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
ヴ
ァ
ル
ド
派
を
制
圧
し

て
い
る
。
約
一
万
四
千
人
い
た
と
さ
れ
る
ヴ
ァ
ル

ド
派
の
う
ち
、
サ
ヴ
ォ
イ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
の
連
合

軍
に
よ
っ
て
虐
殺
さ
れ
た
も
の
は
約
二
千
人
、
残

り
は
ほ
ぼ
全
員
、
捕
虜
と
な
り
、
八
ヶ
月
の
監
禁

図 5　ウェストファリアの和約の取り決めで建設されたシュヴァイトニッツ
（現シフィドニツァ）のルター派教会堂

　平和教会（Friedenskirche）と呼ばれる。アルトランシュテット条約でさらに、塔や教会学校の建設が認められ
た（筆者撮影）。
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図 6　改宗の強制
　1680年代に入って、ルイ14世は「ドラゴナード」という竜騎兵を用いた暴力的方法で、ユグノーに改宗を迫った。
出典：T. V. Murdoch and Museum of London （eds）, The Quiet Conquest: Huguenots, 1685 to 1985 （London, 

1985）, 29.
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の
後
、
改
宗
し
た
者
と
子
供
の
一
部
を
除
い
て
、
領
外
追
放
と
な

っ
た
。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
邦
の
対
応 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
場
合

　

一
六
八
〇
年
代
の
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
全
般
的
危

機
」
に
、
ブ
リ
テ
ン
諸
島
の
三
王
国
、
オ
ラ
ン
ダ
連
邦
共
和
国
、

ス
イ
ス
盟
約
者
団
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
な
ど
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

諸
邦
は
衝
撃
を
受
け
た
。
ナ
ン
ト
王
令
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
ブ
ラ

ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
そ
の

約
三
週
間
後
に
ポ
ツ
ダ
ム
勅
令
を
発
し
て
、
ル
イ
一
四
世
を
非
難

す
る
と
共
に
、
宗
教
的
同
胞
で
あ
る
ユ
グ
ノ
ー
を
領
内
に
歓
迎
す

る
旨
を
宣
言
し
て
い
る
。
選
帝
侯
は
ま
た
、
一
六
七
〇
年
代
か
ら

ル
イ
一
四
世
と
対
立
し
て
き
た
オ
ラ
ン
ダ
総
督
オ
ラ
ニ
エ
公
ウ
ィ

レ
ム
三
世
と
反
フ
ラ
ン
ス
同
盟
を
結
ぶ
に
至
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
複
雑
な
反
応
を
示
し
た
の
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
で
あ
る
。
先
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
王
政
復
古
期
後
半
に
な
る

と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
を
邪
教
と
み

な
す
反
法
王
教
感
情
（anti-popery

）
が
高
ま
り
、
ロ
ー
マ
・

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
王
弟
ヨ
ー
ク
公
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
王
位
継

承
排
除
を
求
め
る
議
会
法
案
が
提
出
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
一
六
八
五
年
二
月
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
が
没
す
る
と
、
王

権
神
授
説
を
信
奉
す
る
多
く
の
政
治
家
や
聖
職
者
が
ヨ
ー
ク
公
を

国
王
ジ
ェ
ー
ム
ズ
二
世
と
し
て
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。
同
年
六

月
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
庶
子
で
あ
る
モ
ン
マ
ス
公
ジ
ェ
ー
ム

ズ
・
ス
コ
ッ
ト
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
擁
護
を
掲
げ
て

反
乱
を
起
こ
し
た
が
、
十
分
な
支
持
が
得
ら
れ
ず
失
敗
に
終
わ
っ

た
。

　

し
か
し
、
同
年
内
に
も
激
化
す
る
ユ
グ
ノ
ー
迫
害
の
知
ら
せ
に
、

多
く
の
人
々
は
不
安
を
募
ら
せ
て
い
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
ユ

グ
ノ
ー
亡
命
者
の
流
入
も
続
き
、
人
々
を
動
揺
さ
せ
た
。
著
名
な

文
人
ジ
ョ
ン
・
イ
ー
ヴ
リ
ン
は
ナ
ン
ト
王
令
が
廃
止
さ
れ
た
翌
月

の
時
点
で
次
の
よ
う
に
日
記
に
書
い
て
い
る
。

ひ
と
つ
ど
う
し
て
も
気
に
か
か
る
の
は
、
い
ま
だ
週
二
回
ず
つ

発
行
さ
れ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
報
道
し

て
い
る
官
報
に
、
一
言
も
、
フ
ラ
ン
ス
で
起
こ
っ
て
い
る
す
さ

ま
じ
い
事
柄
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
な
い
の
だ
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
そ
れ
に
関
係
す
る
こ
と
は
な
に
ひ
と
つ
印
刷
さ
れ
て
い
な

い
。
大
陸
か
ら
の
手
紙
や
迫
害
さ
れ
た
亡
命
者
た
ち
が
い
ろ
い

ろ
伝
え
て
く
る
の
に
。
こ
の
沈
黙
に
つ
い
て
考
え
た
く
は
な
い

が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
た
ち
の
苦
し
み
を
わ
れ
わ
れ
が
知
ら
さ
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れ
な
い
の
は
、
と
て
も
お
か
し
な
こ
と
だ
。
よ
そ
の
国
で
は
、

す
で
に
彼
ら
に
助
け
を
さ
し
の
べ
、
そ
う
と
う
な
額
の
義
損
金

も
集
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の（
に
）
7

。

　

フ
ラ
ン
ス
で
の
出
来
事
は
、
多
く
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
人
々
が

感
じ
て
い
た
不
安
、
す
な
わ
ち
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
君
主
は

遅
か
れ
早
か
れ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
臣
下
を
撲
滅
す
る
と
い
う

悪
夢
の
現
前
で
あ
っ
た
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
二
世
が
、
ユ
グ
ノ
ー
迫
害

の
知
ら
せ
を
検
閲
さ
せ
た
の
も
、
そ
れ
が
ブ
リ
テ
ン
に
及
ぼ
す
影

響
を
懸
念
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
ま
た
、
押
し
寄

せ
る
ユ
グ
ノ
ー
亡
命
者
に
も
対
処
し
な
く
て
な
ら
な
か
っ
た
。
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
は
一
六
世
紀
の
宗
教
改
革
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
国
家

に
な
っ
て
以
来
、
大
陸
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
大
災
に
対
し
て
は
、

教
会
勅
書
（church brief

）
と
呼
ば
れ
る
大
規
模
な
義
捐
金
募

集
―
―
勅
令
に
よ
り
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
す
べ
て
の

教
区
教
会
に
お
い
て
義
捐
を
募
る
と
い
う
も
の
―
―
を
行
う
の
が

通
例
で
あ
っ
た
が
、
ユ
グ
ノ
ー
亡
命
者
の
即
時
救
済
を
願
う
多
く

の
請
願
に
も
か
か
わ
ら
ず
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
彼
ら
の
た
め
の
教
会
勅

書
の
発
布
を
遅
ら
せ
て
い
る
。
一
六
八
六
年
一
月
、
ベ
ッ
ド
フ

ォ
ー
ド
伯
爵
家
の
レ
イ
デ
ィ
・
レ
イ
チ
ェ
ル
・
ラ
ッ
セ
ル
は
次
の

よ
う
に
友
人
に
書
き
送
っ
て
い
る
。

気
の
毒
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
の
教
会
勅
書
に
は
、
水
曜

日
も
ま
た
、
王
印
を
も
ら
え
な
か
っ
た
。
期
待
さ
れ
て
い
た
の

に
。
大
法
官
は
、
そ
れ
が
届
け
ら
れ
た
時
、
わ
き
に
の
け
て
お

く
よ
う
に
命
じ
た
そ
う
で（
す
）
8

。

よ
う
や
く
勅
書
が
発
布
さ
れ
た
の
は
一
六
八
六
年
三
月
で
あ
り
、

し
か
も
各
教
会
で
読
み
上
げ
ら
れ
る
べ
き
勅
書
の
文
面
に
は
検
閲

が
か
か
っ
て
い
た
。
苦
難
な
状
況
に
あ
る
「
フ
ラ
ン
ス
人
」
が
宗

教
迫
害
に
あ
っ
て
い
る
こ
と
は
一
切
、
認
め
て
い
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　

し
か
し
国
王
の
慎
重
な
態
度
に
抗
議
す
る
か
の
よ
う
に
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
人
々
は
熱
烈
な
ユ
グ
ノ
ー
支
援
の
姿
勢
を
み
せ
て
い

る
。
首
都
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
主
教
ヘ
ン
リ
・
コ
ン
プ
ト
ン
が
次
の

よ
う
な
支
援
要
請
を
聖
職
者
た
ち
に
送
っ
て
い
る
。

彼
ら
﹇
ユ
グ
ノ
ー
難
民
﹈
は
ま
さ
に
、
あ
な
た
方
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
々
な
の
だ
。
否
、
彼
ら
ほ
ど
、
あ
な
た
方

の
慈
悲
に
値
す
る
存
在
は
な
い
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
命
が
惜
し
く

て
亡
命
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
命
よ
り
も
は
る
か
に
尊
い

良
心
の
為
に
、
亡
命
し
て
き
た
の
だ
。
国
外
追
放
と
な
っ
た
牧

師
を
除
い
て
は
、
彼
ら
は
国
外
に
逃
げ
る
こ
と
も
許
さ
れ
ず
、
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亡
命
に
は
想
像
を
絶
す
る
困
難
と
苦
難
を
伴
っ
て
い
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
身
も
心
も
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
苦
し
み
を
抱
え
た
彼
ら
に
対

し
て
、
慰
め
を
与
え
、
救
援
を
行
う
こ
と
は
、
最
も
尊
い
思
い

や
り
の
行
為
で
あ（
る
）
9

。

　

こ
の
教
会
勅
書
は
、
同
年
の
夏
に
は
、
四
二
、八
八
九
ポ
ン
ド

集
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
六
世
紀
か
ら
一
八

世
紀
後
半
に
至
る
ま
で
、
数
あ
る
大
陸
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
た

め
の
義
捐
金
の
な
か
で
最
高
の
額
で
あ
る
。
個
人
の
レ
ヴ
ェ
ル
で

も
、
教
区
レ
ヴ
ェ
ル
で
も
、
他
の
義
捐
金
募
集
時
よ
り
も
多
く
、

献
金
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
ユ
グ
ノ
ー
迫
害
に

対
す
る
人
々
の
関
心
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

ユ
グ
ノ
ー
の
た
め
の
教
会
勅
書
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
尽
力
し
た
コ

ン
プ
ト
ン
主
教
は
、
管
轄
下
の
聖
職
者
た
ち
に
激
し
い
反
法
王
教

的
説
教
を
行
う
こ
と
を
許
し
た
た
め
に
ジ
ェ
ー
ム
ズ
二
世
の
不
興

を
か
い
、
八
六
年
の
夏
に
は
ロ
ン
ド
ン
主
教
職
を
停
止
さ
せ
ら
れ

た
。
し
か
し
彼
は
、
八
八
年
に
、
名
誉
革
命
の
引
き
金
を
引
く
こ

と
に
な
る
。
同
年
六
月
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
「
圧
政
」
に
危
惧
を
抱

い
た
七
人
の
聖
俗
貴
族
が
オ
ラ
ン
ダ
の
オ
ラ
ニ
エ
公
ウ
ィ
レ
ム
三

世
へ
の
「
招
請
状
」
に
署
名
を
し
た
が
、
コ
ン
プ
ト
ン
は
そ
の
う

ち
の
一
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
名
誉
革
命
後
も
一
七
一
三
年
の
死

去
直
前
ま
で
、
大
陸
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
会
と
の
連
帯
運
動

に
尽
力
し
て
い
る
。

ブ
リ
テ
ン
の
人
々
の 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
意
識

　

こ
こ
で
、
当
時
の
ブ
リ
テ
ン
の
人
々
が
い
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大

陸
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
情
勢
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
の
か
、
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
近
郊
に
住
む
長
老
教
会
牧
師
ロ
バ
ー

ト
・
ウ
ッ
ド
ロ
ウ
の
書
簡
を
例
に
あ
げ
よ
う
。
こ
れ
は
ウ
ッ
ド
ロ

ウ
が
、
一
七
一
七
年
、
オ
ラ
ン
ダ
の
大
学
都
市
レ
イ
デ
ン
に
赴
く

友
人
に
宛
て
た
質
問
の
ご
く
一
部
で
あ
る
。

　

…
私
は
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ン
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
会
の
最

新
の
情
勢
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
そ
れ

ら
の
教
義
、
礼
拝
、
規
律
、
教
会
運
営
、
そ
し
て
学
問
の
状
況

の
こ
と
な
ど
で
す
。
そ
れ
ら
は
数
年
前
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国

王
の
働
き
か
け
で
〔
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
〕
皇
帝
に
よ
っ
て
再
建

さ
れ
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
九
〇
〇
も
の
教
会
だ
と
当
時
は
言

わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
何
で
も
よ
い
か
ら
知
り
た
い

の
で
す
。
同
様
に
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
た
ち
の

状
況
も
〔
知
り
た
い
の
で
す
〕。
彼
ら
は
ま
っ
た
く
破
滅
さ
せ
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ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
ど
の
よ
う
な
状
況

な
の
で
し
ょ
う
。
サ
ヴ
ォ
イ
ア
と
〔
ヴ
ァ
ル
ド
派
の
〕
谷
で
は

事
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
あ
そ
こ
で
は
〔
サ
ヴ

ォ
イ
ア
〕
公
が
〔
シ
チ
リ
ア
〕
国
王
に
な
っ
て
か
ら
新
た
な
迫

害
が
お
こ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
。
残
っ
て
い
る
彼
ら
〔
ヴ

ァ
ル
ド
派
〕
の
人
数
を
教
え
て
下
さ
い
。
そ
れ
か
ら
、
あ
な
た

が
わ
か
る
限
り
の
彼
ら
の
司
法
や
礼
拝
に
つ
い
て
も
。
そ
れ
か

ら
、
彼
ら
が
迫
害
の
中
で
、
衰
退
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は

強
力
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
。
レ
イ
デ
ン
に
は
し
ば
し
ば
ポ
ー

ラ
ン
ド
人
〔
学
生
〕
が
い
ま
す
が
、
あ
な
た
は
彼
ら
か
ら
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
状
況
の
知
ら
せ
を
得
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ
の
地
に

残
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
数
は
ど
う
で
す
か
。
彼
ら
の
迫
害
の

状
況
は
。
か
つ
て
三
千
の
教
会
の
あ
っ
た
王
国
で
今
、
公
け
の

礼
拝
集
会
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
か
の
地
の
ソ
ッ

ツ
ィ
ー
ニ
主
義
は
ど
の
よ
う
な
様
子
で
し
ょ
う
、
そ
し
て
、
彼

ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
布
教
の
試
み
は
。
今
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
被

っ
て
い
る
混
乱
の
な
か
で
、
学
問
と
宗
教
は
ど
の
よ
う
な
状
態

な
の
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
は
ひ
ょ
っ
と
し
て
ボ
ヘ
ミ
ア
人
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
人
、
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
人
の
学
生
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
得
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
私
は
、
特
別
に
な
に
か
知
る
必
要

が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
数
と

か
、
牧
師
や
司
法
、
宗
教
の
状
態
、
学
問
に
つ
い
て
と
か
、
な

に
も
知
ら
な
い
の
で
す
。
か
の
地
で
の
帝
国
軍
の
成
功
は
教
会

に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
で
し
ょ
う
。﹇
対
オ
ス
マ
ン
戦
役

で
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
軍
司
令
官
﹈
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
は

学
問
や
自
由
に
、
従
っ
て
宗
教
に
つ
い
て
も
、
理
解
が
あ
っ
て
、

〔
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
〕
僧
侶
や
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
は
左

右
さ
れ
な
い
お
方
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た（
…
）
10

ウ
ッ
ド
ロ
ウ
は
地
方
に
住
む
一
牧
師
で
、
特
に
政
治
や
文
化
の
面

で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
引
用

部
分
か
ら
も
、
彼
が
大
陸
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
対
し
て
い
か
に

深
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
か
が
伝
わ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
ウ
ッ

ド
ロ
ウ
は
膨
大
な
書
簡
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
に
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
＝
リ
ト
ア
ニ
ア
や
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
の
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
教
会
の
情
勢
、
ユ
グ
ノ
ー
の
ガ
レ
ー
船
徒
刑
囚
の
安
否
、

フ
ラ
ン
ス
・
セ
ヴ
ェ
ン
ヌ
地
方
の
カ
ミ
ザ
ー
ル
﹇
ユ
グ
ノ
ー
の
反

乱
者
﹈
た
ち
の
動
向
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
人
た
ち
の
状
況
に
つ
い
て
、

事
細
か
な
質
問
や
彼
自
身
の
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
い
る
。
ウ
ッ
ド

ロ
ウ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
高
地
地
方
に
お
け
る
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ

ッ
ク
の
勢
力
拡
大
も
憂
慮
し
て
い
た
が
、
彼
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
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意
識
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
み
の
内
向
き
の
も
の
で
は
な
く
、
国

境
を
越
え
た
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
共
同
体
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
の
自
覚
と
重
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ウ
ッ
ド
ロ
ウ
の
同
時
代
人
で
、
名
誉
革
命
直
後
に
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
に
亡
命
し
て
き
た
ユ
グ
ノ
ー
、
ア
ベ
ル
・
ボ
ワ
イ
エ
は
、
渡
英

直
後
は
困
窮
を
極
め
て
い
た
が
、
一
七
〇
三
年
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
内
外
の
政
治
情
勢
を
ま
と
め
て
年
鑑
『
ア
ン
女
王
の
治
世
史
』

﹇
一
七
一
一
年
よ
り
、
月
刊
誌
『
英
国
政
治
事
情
』
も
出
版
﹈
と

し
て
出
版
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ボ
ワ
イ
エ
の
時
事
報
道
は
、
ユ

グ
ノ
ー
亡
命
者
の
持
つ
情
報
網
を
活
用
し
て
、
国
内
報
道
だ
け
で

な
く
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
勢
力
の
動
向
も
含
め
た
大
陸
の
宗
教
・

政
治
情
勢
を
詳
細
に
伝
え
て
い
た
が
、
ま
さ
に
ウ
ッ
ド
ロ
ウ
の
よ

う
に
大
陸
情
勢
に
気
を
揉
む
人
々
の
関
心
を
捉
え
た
の
だ
ろ
う
。

時
事
報
道
で
成
功
し
た
ボ
ワ
イ
エ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
帰
化
し
、

一
財
産
を
築
い
て
い（
る
）
11

。

理
性
の
時
代
の
宗
教
改
革
運
動

　

こ
の
よ
う
に
「
理
性
の
時
代
」
と
い
わ
れ
る
時
期
に
至
っ
て

も
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
あ
い
だ
で
は
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
に

対
す
る
危
機
意
識
あ
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
共
同
体
の
防
衛
が
さ

か
ん
に
説
か
れ
た
。
こ
の
危
機
意
識
の
中
か
ら
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

国
際
主
義
と
で
も
い
う
べ
き
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
勢
力
の
連
帯
の
動

き
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
連
帯
運
動

は
、
同
時
代
人
か
ら
は
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
脅
威
に
対
抗

す
る
動
き
と
し
て
、
ま
た
ル
タ
ー
や
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
運
動
を
引
き

継
ぐ
も
の
と
し
て
、
ま
さ
に
「
宗
教
改
革
」
と
し
て
見
な
さ
れ
て

い
た
。
こ
の
宗
教
改
革
の
中
心
的
担
い
手
と
し
て
は
、
ブ
ラ
ン
デ

ン
ブ
ル
ク
領
ザ
ー
レ
河
畔
の
ハ
レ
に
お
け
る
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ヘ
ル

マ
ン
・
フ
ラ
ン
ケ
指
導
の
敬
虔
主
義
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
や
ス
イ
ス
の

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
邦
に
お
け
る
改
革
運
動
、
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派

教
会
に
組
み
込
ま
れ
た
亡
命
ユ
グ
ノ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
そ
し

て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
聖
俗
エ
リ
ー
ト
が
集
ま
っ
て
結
成
し
た
キ

リ
ス
ト
教
知
識
普
及
協
会
（Society for Prom

oting Chris-
tian K

now
ledge 

略
称
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｋ
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
一
六
九

九
年
三
月
創
設
）
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
彼
ら
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

諸
勢
力
の
「
連
合
、
支
援
、
救
助
」
の
必
要
性
を
確
認
し
あ
い
、

運
動
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
多
中
心
的
な
連
帯
運
動
の
特
徴
の
一
つ
は
、
邪
教
＝
法
王

教
に
つ
け
こ
ま
れ
な
い
よ
う
に
民
衆
を
啓
蒙
す
る
必
要
を
主
張
し

な
が
ら
も
、
宗
教
的
熱
情
が
災
禍
を
増
大
さ
せ
た
三
十
年
戦
争
や

「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
」
の
反
省
か
ら
、
狂
信
や
迫
害
を
忌
み
嫌

い
、
教
育
や
道
徳
の
社
会
的
実
践
に
重
点
を
置
い
た
こ
と
で
あ
る
。
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彼
ら
の
主
な
活
動
は
、
宗
教
冊
子
の
出
版
・
配
布
、

聖
書
の
各
国
語
訳
、
教
区
教
会
付
属
図
書
室
の
充
実
、

慈
善
学
校
の
支
援
、
囚
人
の
教
化
促
進
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
穏
や
か
に
民
衆
を
良
き
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
教
育
し
て
い
く
こ
と
、
つ
ま
り
、

モ
ラ
ル
に
基
づ
く
宗
教
改
革
を
重
視
し
た
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
運
動
の
国
家
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広

が
り
も
注
目
に
価
す
る
だ
ろ
う
。
ロ
ン
ド
ン
に
拠
点

を
置
く
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｋ
の
通
信
相
手
の
所
在
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
内
で
は
、
東
は
モ
ス
ク
ワ
や
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ

ニ
ア
、
西
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
北
は
リ
ト
ア
ニ
ア
や

ク
ー
ル
ラ
ン
ト
﹇
現
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
﹈、
南
は
イ
タ
リ

ア
地
域
に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
通
信

網
を
通
し
て
得
た
重
要
情
報
は
、
す
ぐ
に
連
携
す
る

他
国
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
指
導
者
に
伝
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｋ
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ

た
ハ
レ
敬
虔
主
義
の
フ
ラ
ン
ケ
は
、
約
五
千
人
の
文

通
相
手
を
持
ち
、
そ
の
う
ち
三
〇
〇
か
ら
四
〇
〇
人

と
は
頻
繁
に
情
報
交
換
を
し
て
い（
た
）
12

。
同
じ
く
Ｓ
Ｐ

Ｃ
Ｋ
の
会
員
で
あ
っ
た
ベ
ル
リ
ン
在
住
の
ダ
ニ
エ

ル
・
エ
ル
ン
ス
ト
・
ヤ
ブ
ロ
ン
ス
キ
﹇
ヤ
ン
・
ア
モ

図 7　ヴァルド派教会堂シャバス
　1687 年にピエモンテの谷を追われたヴァルド派は、1689 年、ルイ 14 世が名誉革命への対応に追われている隙を
ついて、谷への帰還を果たした。いわゆる「栄光の帰還」である。谷の教会堂はすべて破壊されていたが、ジュ
ネーヴの援助で 1701 年から再建が図られた。シャバスは帰還後、再建された最初の教会堂である。1708 年より、
オックスフォードで学んだヴァルド派シプリアン・アッピアがシャバスの教区牧師となった。シプリアンは 1705
年に SPCKの通信会員になっている（筆者撮影）。
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ス
・
コ
メ
ニ
ウ
ス
の
孫
﹈
の
残
し
た
書
簡
も
莫
大
な
も

の
で
あ
り
、
近
年
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
げ
ら

れ
て
い（
る
）
13

。

　

こ
の
情
報
網
を
活
か
し
て
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｋ
や
ハ
レ
敬
虔

主
義
者
は
、
迫
害
さ
れ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
救
援
活

動
も
行
な
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
海
軍
の
ガ

レ
ー
船
に
つ
な
が
れ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
情
報
を
集

め
、
彼
ら
に
資
金
を
秘
密
裏
に
手
配
を
す
る
と
い
う
、

諜
報
部
員
ま
が
い
の
仕
事
も
あ
っ
た
。
ま
た
一
七
三
一

年
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
司
教
領
か
ら
二
万
人
を
超
え
る

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
追
放
さ
れ
た
際
に
は
、
彼
ら
が
新

た
な
移
住
先
に
到
達
す
る
ま
で
の
世
話
を
、
街
道
筋
の

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
行
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｋ
は
困
窮
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
勢
力
の
た
め
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
や
政
府
に

働
き
か
け
て
、
教
会
勅
書
に
よ
る
義
捐
金
募
集
に
も
関

わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
対
象
に
な
っ
た
集
団

と
し
て
は
、
ユ
グ
ノ
ー
難
民
、
ヴ
ァ
ル
ド
派
、
オ
ラ
ン

ジ
ョ
ワ
公
国
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
難
民
、
ア
ル
メ
ニ
ア
教

会
﹇
東
方
正
教
会
﹈、
ク
ー
ル
ラ
ン
ト
の
教
会
、
ラ
イ

ン
・
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
難
民
、
ト
ラ
ン

図 8　アングローニュ谷のヴァルド派教会
　ペリッチェ渓谷地帯のなかでもとりわけ奥深いアングローニュ谷。オリヴェタンことピエール・ロベールによる
聖書のフランス語訳（ヌシャテル聖書）はこの地でなされた（筆者撮影）。
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シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
の
ナ
ジ
エ
ニ
ェ
ド
﹇
現
ア
イ
ウ
ド
﹈
の
改
革
派

学コ
レ
ギ
ウ
ム校
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
レ
シ
ュ
ノ
の
ボ
ヘ
ミ
ア
兄
弟
団
、
リ
ト

ア
ニ
ア
の
改
革
派
教
会
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
改
革
派
教
会
、
リ

ト
ア
ニ
ア
・
ジ
ェ
マ
イ
テ
ィ
ア
地
方
の
都
市
ケ
ダ
イ
ニ
ィ
の
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
系
市
民
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

当
然
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｋ
の
教
会
勅
書
に
対
す
る
影
響
力
に
つ
い
て
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
勢
力
の
間
で
も
評
判
に

な
っ
た
。
一
七
〇
〇
年
代
後
半
と
も
な
る
と
迫
害
や
貧
窮
に
苦
し

む
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
、
次
々
と
、
教
会
勅
書
に
よ
る
義
捐
金
を

目
的
に
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｋ
に
請
願
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
一
七
一
四
年

に
は
ド
イ
ツ
北
部
に
住
む
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｋ
通
信
会
員
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
リ

ン
ク
と
い
う
人
物
が
、
次
の
よ
う
な
書
簡
を
ロ
ン
ド
ン
の
Ｓ
Ｐ
Ｃ

Ｋ
本
部
に
送
っ
て
き
て
い
る
。

　
〔
ホ
ー
リ
ン
ク
に
よ
る
と
〕
ヴ
ォ
ル
ガ
ス
ト
〔
バ
ル
ト
海
沿

岸
ポ
メ
ル
ン
の
都
市
〕
の
主
席
司
祭
を
務
め
る
フ
ォ
ン
・
プ

ラ
ー
テ
ン
神
学
博
士
は
、
近
隣
や
ド
イ
ツ
の
他
の
地
域
か
ら
ヴ

ォ
ル
ガ
ス
ト
の
教
会
再
建
の
た
め
に
情
報
を
集
め
て
い
る
。
そ

の
教
会
は
、
町
全
体
と
と
も
に
モ
ス
ク
ワ
人
に
よ
っ
て
灰
燼
に

帰
し
た
の
だ
。
フ
ォ
ン
・
プ
ラ
ー
テ
ン
博
士
は
、
ホ
ー
リ
ン
ク

に
教
会
再
建
の
目
的
で
慈
善
金
を
募
る
た
め
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

ま
で
行
く
価
値
が
あ
る
か
ど
う
か
、
特
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ま
で

行
け
ば
協
会
〔
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｋ
〕
が
彼
を
支
持
し
て
く
れ
る
か
ど
う

か
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
彼
〔
ホ
ー
リ
ン
ク
〕
の
友
人
た

ち
に
問
い
合
わ
せ
る
よ
う
依
頼
し
た
そ
う
だ
。
ホ
ー
リ
ン
ク
は
、

彼
の
手
紙
と
い
っ
し
ょ
に
、
そ
の
哀
れ
な
人
び
と
の
悲
惨
な
状

況
を
記
し
た
高
ド
イ
ツ
語
の
報
告
を
同
封
し
て
い
る
。
そ
の
内

容
を
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
氏
〔
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｋ
の
中
核
メ
ン
バ
ー
〕
か
ら

会
に
伝
え
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
あ（
る
）
14

。

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ま
で
行
く
価
値
が
あ
る
か
」

─
実
際
に

Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｋ
に
陳
情
す
る
た
め
に
、
ロ
ン
ド
ン
ま
で
旅
を
し
て
く
る

大
陸
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
少
な
か
ら
ず
い
た
。
上
述
の
ト
ラ
ン

シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
の
ナ
ジ
エ
ニ
ェ
ド
の
改
革
派
学コ

レ
ギ
ウ
ム校
の
場
合
、
ま

ず
ベ
ル
リ
ン
と
ス
イ
ス
諸
邦
に
使
者
を
送
り
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｋ
も
含
め

た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
情
報
と
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一

世
を
は
じ
め
と
す
る
有
力
者
の
推
薦
状
を
獲
得
し
、
公
式
の
代
表

を
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｋ
に
派
遣
し
て
き
た
。
旅
の
途
上
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
改

革
派
教
会
も
訪
ね
、
そ
こ
か
ら
も
推
薦
状
を
得
て
い
る
。
幸
運
に

も
、
ナ
ジ
エ
ニ
ェ
ド
の
場
合
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｋ
の
協
力
を
得
て
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
す
べ
て
の
教
区
教
会
に
お
い
て
、

義
捐
金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。



史
　
　
　
学
　
第
八
八
巻
　
第
一
号

）

一
二
六　
（
一
二
六

図 9　ナジエニェドの町
　写真中央の建物が改革派のコレギウム。トランシルヴァニア公ベトレン・ガボールによって、1622 年に創立さ
れた。コレギウムは、かつてはナジエニェドの領主でもあった。SPCKの助けを得て、教会勅書によって集められ
た義捐金は、1720 年～ 43 年にかけて学舎再建に用いられた。その残りは、ロンドンのユグノー銀行家によって運
用されていたが、1849 年、再び破壊された学舎の再建に用いるのにちょうど十分な額であった（筆者撮影）。Cf. 
西川杉子「森の彼方のコレギウム」『創文』、490（2006）。

図 10　ナジエニェド改革派学校で作成中のジョージ1世像
　20 世紀の共産党政権の下ルーマニアでは、ハンガリー系の学
校は抑圧されていた。筆者が訪ねた際には、教会勅書による学
校とイギリス王室の歴史的結びつきをアピールすることが計画
されていた（2004 年筆者撮影）。



ル
タ
ー
を
引
き
継
い
で

）

一
二
七　
（
一
二
七

　

し
か
し
、
一
七
一
〇
年
代
後
半
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ま
で
旅

を
し
て
き
た
リ
ト
ア
ニ
ア
改
革
派
教
会
の
代
表
ボ
グ
ス
ラ

フ
・
コ
ピ
エ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
そ
れ
ほ
ど
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
ベ

ラ
ル
ー
シ
や
バ
ル
ト
海
沿
岸
諸
都
市
の
推
薦
状
を
得
て
ロ
ン

ド
ン
ま
で
旅
し
て
き
た
も
の
の
、
大
規
模
な
義
捐
金
募
集
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
帰
途
に
つ
く
旅
費
さ
え
も

な
い
コ
ピ
エ
ヴ
ィ
ッ
チ
を
見
か
ね
て
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｋ
や
カ
ン
タ

ベ
リ
大
主
教
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ェ
イ
ク
﹇
彼
自
身
が
Ｓ
Ｐ
Ｃ

Ｋ
の
メ
ン
バ
ー
﹈
が
仲
介
に
入
り
、
コ
ピ
エ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
で
義
捐
金
募
集
を
試
み
た
が
、
こ
れ
は
ダ
ブ
リ

ン
大
主
教
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ン
グ
の
怒
り
を
買
う
こ
と
に
な

っ
た
。「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
貧
者
の
た
め
の
蓄
え
を
外
国
か

ら
や
っ
て
き
た
乞
食
に
与
え
よ
と
は
全
く
理
解
で
き
な
い
」

と
キ
ン
グ
は
抗
議
し
て
い
る
。
結
局
、
一
七
二
四
年
、
Ｓ
Ｐ

Ｃ
Ｋ
の
メ
ン
バ
ー
で
ア
ー
マ
ー
大
主
教
と
な
っ
た
ヒ
ュ
ー
・

ボ
ー
ル
タ
ー
が
ダ
ブ
リ
ン
に
到
着
す
る
ま
で
、
コ
ピ
エ
ヴ
ィ

ッ
チ
は
ダ
ブ
リ
ン
の
人
々
の
善
意
に
す
が
っ
て
逗
留
し
て
い

た
。
ボ
ー
ル
タ
ー
が
資
金
を
手
配
し
た
お
か
げ
で
、
コ
ピ
エ

ヴ
ィ
ッ
チ
は
一
七
二
七
年
に
リ
ト
ア
ニ
ア
に
戻
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
手
ぶ
ら
で
帰
国
し
た
彼
を
リ
ト
ア
ニ
ア
改
革
教
会

は
糾
弾
し
て
い
る
。

図 11　コペンハーゲンの改革派教会堂
　1728 年コペンハーゲンの大火で都市の半分が焼失した。都市のフランス系・ドイツ系改革派は国外のプロテス
タントに援助を求めた。イングランドでは 1729 年に教会再建のために教会勅書を発布している（筆者撮影）。
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一
七
一
〇
年
代
に
な
る
と
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｋ
と
ハ
レ
敬
虔
主

義
者
は
共
同
で
、
ロ
シ
ア
、
東レ

ヴ
ァ
ン
ト

地
中
海
地
方
そ
し
て
イ
ン

ド
へ
の
布
教
を
開
始
し
た
。
特
に
イ
ン
ド
布
教
に
つ
い
て

は
、
敬
虔
主
義
の
教
育
を
受
け
た
デ
ン
マ
ー
ク
国
王
フ
レ

デ
リ
ク
四
世
の
賛
同
を
得
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
領
イ
ン
ド
植

民
地
ト
ラ
ン
ケ
バ
ー
ル
﹇
現
タ
ラ
ン
ガ
ン
バ
ー
デ
ィ
﹈
と

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
イ
ン
ド
会
社
領
マ
ド
ラ
ス
﹇
現
チ
ェ
ン

ナ
イ
﹈
に
ハ
レ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
﹇
ル
タ
ー

派
﹈
を
派
遣
し
、
さ
ら
に
ハ
レ
の
宣
教
師
に
よ
る
新
約
聖

書
の
タ
ミ
ル
語
訳
を
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｋ
が
資
金
援
助
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
同
じ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
は
い
え
異
な

る
教
派
が
布
教
活
動
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
で
は
反
対
意
見
や
外
部
か
ら
の
圧
力
も
あ
っ
た
の
だ

が
、
敬
虔
主
義
の
指
導
者
フ
ラ
ン
ケ
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｋ
に
次

の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
る
。

後
世
の
人
々
は
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
と
い
う
共
通
の
大

義
の
た
め
に
、
い
か
に
一
つ
の
民
族
が
他
の
民
族
を
助

け
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
を
、
我
々
の
事
業
か
ら
学
ぶ

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
は
、
ド
イ
ツ
人
が
デ
ン
マ
ー

ク
人
を
助
け
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
が
両
者
を
助
け
て
い

図 12　ケダイニィの改革派教会堂
　プロテスタント大貴族ラドヴィラ（ポーランド名ラジヴィウ）家の支配のもとスコットランド系商人がケダイニ
ィの実権を握っていた。1730 年、資金援助を求めてきた彼らのために、SPCKは独自で義捐金募集を行った。こ
の教会堂は 1631 年から 53 年にかけて建設された。ソヴィエト時代は体育館となっていた（筆者撮影）。
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る
の
で
す
…
マ
ラ
バ
ー
の
未
開
人
を
キ
リ
ス
ト
教
に

改
宗
さ
せ
る
企
て
は
、
普
遍
的
な
事
業
で
す
。
慈
悲

と
公
共
の
精
神
を
持
っ
た
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
徒

に
よ
っ
て
、
推
進
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で（
す
）
15

。

Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｋ
の
側
も
、
こ
の
フ
ラ
ン
ケ
の
考
え
に
共
感
し

て
い
た
。
イ
ン
ド
布
教
事
業
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｋ
の

書
記
ヘ
ン
リ
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
通
信

会
員
に
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ど
の
教
派
に
お
い
て
も
頑
迷
な

人
が
い
て
困
ら
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
し
か
し
神
の

配
慮
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。
ロ
ー
マ
の
輩
を
除
い

て
す
べ
て
の
集
団
に
お
い
て
、
穏
健
さ
と
中
庸
の
精

神
の
味
方
は
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
幾
つ
か
の
意
見

の
違
い
も
忍
耐
心
を
持
っ
て
受
け
と
め
、
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
、
相
互
理
解
を
深
め
て
…
完
全
な
る
宗
教

改
革
に
向
け
て
努
力
し
、
よ
り
い
っ
そ
う
全
体
的
な

調
和
を
め
ざ
し
て
い
ま（
す
）
16

。

　

こ
れ
は
こ
の
時
代
の
宗
教
改
革
の
精
神
を
よ
く
表
し

図 13　ケダイニィに残るスコットランド商人の家
　SPCKから援助を得たストッコランド商人の事業は火事によって破綻した。筆者が初めてケダイニィを訪問した
1998 年には、SPCKとの関係は忘れ去られていた（筆者撮影）。
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本
稿
で
は
、
統
計
的
数
値
、
図
版
や
引
用
の
出
典
、
ま
た
筆
者
の
博

士
論
文
で
扱
っ
て
い
な
い
も
の
の
典
拠
の
み
、
註
に
あ
げ
た
。
註
は
付

し
て
い
な
い
が
、
教
会
勅
書
と
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｋ
に
関
す
る
部
分
は
、
筆
者
の

博
士
論
文English A

ttitudes tow
ard Continental Protestants 

w
ith Particular Reference to Church Briefs c.1680-1740 

（Ph. 
D

. thesis, U
niversity of London, 1998

）
を
ま
と
め
直
し
た
も
の

あ
る
。

　

以
下
に
は
、
そ
れ
以
外
の
参
考
文
献
を
あ
げ
る
。

西
川
杉
子
「
継
続
す
る
宗
教
改
革
運
動
」「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
―
―
啓
蒙
主
義
と
信
仰
復
興
」（
高
柳
俊
一
・
松
本
宣
郎
編

『
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史　

2
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）

西
川
杉
子
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
の
イ
ギ
リ

ス
」（
近
藤
和
彦
編
『
長
い
一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
―
―
そ
の
政
治

社
会
』
山
川
出
版
社 

、
二
〇
〇
二
年
）

西
川
杉
子
『
ヴ
ァ
ル
ド
派
の
谷
へ
―
―
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
生
き
ぬ
い

た
異
端
者
た
ち
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

Sugiko N
ishikaw

a, “English Relief A
ctivities for Continental 

Protestants in the Eighteenth Century: Perpetuating reli-
gious netw

orks in the age of reason”, in V
ivienne Larm

-
inie 

（ed

）, H
uguenot N

etw
orks, 1550-1750: T

he Im
pact of 

a M
inority in Protestant E

urope （Routledge, 2017

）.
Sugiko N

ishikaw
a, “Ending a Religious Cold W

ar: Confes-
sional T

rans-State N
etw

orks and the Peace of U
trecht,” 

in Inken Schm
idt-V

oges and A
na Crespo Solana 

（eds

）, 
N
ew
 W
orlds? T

ransform
ations in the Culture of Interna-

tional R
elations A

round the Peace of U
trecht 

（Routledge, 
2017

）.
Sugiko N

ishikaw
a, “Protestant Propaganda in a Cold W

ar of 
Religion: From

 the H
artlib Circle to the Society for Pro-

m
oting C

hristian K
now

ledge”, L
ithuanian H

istorical 
Studies,  16 （2012

）.
Sugiko N

ishikaw
a, “D

ie Fronten im
 Blick: D

aniel Ernst 
Jablonski und die englische U

nterstützung kontinentaler 
Protestanten,” in Joachim

 Bahlcke and W
erner K

orthaase 

た
言
葉
と
い
え
よ
う
。

　

歴
史
学
で
は
、
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
以
降
の
近
世
史
は
、
往
々

に
し
て
、
主
権
国
家
体
制
形
成
、
国
民
国
家
形
成
を
中
心
に
し
て
、

ス
ト
ー
リ
ー
が
作
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
七
世
紀
後

半
・
一
八
世
紀
の
宗
教
改
革
運
動
を
検
討
す
る
時
、
そ
こ
に
は
一

国
史
の
枠
組
み
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
政
治
的
・
宗
教
的
・
社
会

的
変
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
動
き
は
汎
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
規
模
の
連
帯
運
動
を
生
み
出
し
、
宗
教
的
少
数
派
を
支
え
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
超
え
た
地
域
の
布
教
運
動
に
ま
で
結
び
つ
い
た
。

「
理
性
の
時
代
」
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
歴
史
の
推
進
力
と

し
て
の
宗
教
を
再
評
価
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

 

（
二
〇
一
七
年
九
月
脱
稿
）



ル
タ
ー
を
引
き
継
い
で

）

一
三
一　
（
一
三
一

（eds

）, D
aniel E

rnst Jablonski: R
eligion, W

issenschaft und 
Politik um

 1700 （W
iesbaden, 2008

）.
Sugiko N

ishikaw
a, “T

he SPCK
 in D

efence of Protestant M
i-

norities in Early Eighteenth-Century Europe,” T
he Jour-

nal of E
cclesiastical H

istory, vol. 56, 2005, pp. 730-748.

註（1
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西
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子
「
継
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改
革
運
動
」「
プ
ロ
テ
ス
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ン
ト

の
ヨ
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ロ
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―
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高
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俊
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松
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宣
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2
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